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Moodleを専門演習で利用 して2年 目
にな りますが,現 在 ではMoodleのない
専門演習 は考 えられないほ ど,重要な役
割を果た しています。
今 回は,Moodleがあって よかった と
特に強 く感 じたデ ィベー トでの出来事を
紹介 したい と思います。デ ィベー トとい
うのは通常の討論 とは異な り,種 々の厳
格なルールの下に実施 され るもので,参
加者 はテーマに沿 って多 くの時間をかけ
て準備 を します。また,審判 をす る者 も,
議論 を聞きなが ら詳細な記録 を とり,協
議を重ねて判定を行 わなければな りませ
ん。
デ ィベー トには学生 も積極 的に参加 し
て くれるため教育効果 も高い ことから,
専門演習で も年に1度 は実施 したいもの
です。その一方で,90分とい う限 られた
授業時間の中で,デ ィベー ト,審判の協
議及び講評を行 うことは難 しく,毎 回は
らは らして しま うのが実情です。
春学期 に実施 したデ ィベー トは,3年
生が肯定,否 定側 に分かれ,4年 生が審
判を行 うとい うもので した。肯定側,否
定側の立論や反駁 は予 め時間が決 められ
ているため,デ ィベー ト自体は40分 ほ
どで終わ りま した。 しか しながら,テ ー
マが難 しかった こともあり,審判 の協議
が難航 したため,授 業時間内に講評まで
終えることができませんでした。
次の週の授業時間に審判に講評 を して
もらうことも考えま したが,1週 間後に
は参加者 自身 もデ ィベー トの内容 を忘れ
て しま う恐れ もあ ります し,ま た睡眠時
間を削ってデ ィベー トの準備 をした者 も
お り,で きるだけ早 く結果を知 らせてあ
げたい と思いま した。
そこで,専 門演習の授業終了後,審 判
をした4年 生 には引き続 き協議を続けて
もらい,完 成 した講評をMoodleにア ッ
プ してもらうことにな りました。
そして,3時間後 に,A4サイズで4枚
になる講評 がMoodleにアップされま し
た。授業時間内には終わ らなかった もの
の,Moodleのおかげで,デ ィベー トの
内容を忘れない うちに参加者 に講評を見
てもらうことができま した。 また,ア ッ
プ された ものに対 してMoodle上で コメ
ン トを付すこともできますので,講 評 を
読んだ3年 生が どのよ うに結果を受け取
ったのかについてもコメン トを通 して知
ることができま した。
このように,Moodleは一度使い始めれ
ば,限 られた授業時間内ではできないこと
を補完 してくれた り,授業を効率的に進め
るために,欠かすことができないものにな
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ると思います。最初は面倒に思えることも
あるかもしれませんが,多 くの先生方に活
用 していただけることを願っています。
愛知大学情報メディアセンター 60 Vol.21,No.1,2011
